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席
上
、
植
村
茂
生
会
長
か
ら
、
昨
年
、

村
内
各
団
体
が
参
加

・
協
力
し
た

「朝
日

村
大
博
覧
会
」
を
本
会
が
主
管
し
実
施
。

ま
た
、
内
部
組
織
と
し
て
観
光
関
連
団
体

設
立
研
究
会
を
創
設
。
観
光
に
関
し
て
の

方
向
性
を
出
し
、
村

へ
提
案
し
て
ま
い
り

た
い
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

さ
ら
に
商
工
会
で
は
、
県
の
商
工
施
策

や
商
工
連
の
経
営
支
援
制
度
を
活
用
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
き
た
こ
と
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
山
形
商
工
会
と
の
広
域
連
帯
、

経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
筑
摩
野
グ
ル
ー
プ
の

活
動
も
本
格
化
し
、
多
角
的
な
経
営
改
善

普
及
事
業
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
ま
し

た
。(

Ｐ
４
組

織
図
参
照)

 

 

そ
の
後
、
議

長
に
立
花
栄
次

副
会
長
が
指
名

さ
れ
、
提
案
さ

れ
た
全
議
案
が

全
会

一
致
で
可

決
成
立
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
古
見
地

区
理
事
の
辞
任

１ ４ 

に
伴
う
補
充
選
任
で
は
上

條
浩
二
氏
が
新
理
事
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
に
行
わ
れ

た
表
彰
式
で
は
、

「商
工

会
連
合
会
長
の
各
功
労
者

表
彰
」
に
六
名
、
ま
た
、

本
会

へ
長
野
県
知
事
か
ら

の

「道
路
河
川
愛
護
活

動
」
に
対
す
る
感
謝
状
の

伝
達
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 (

表
彰
者
及
び
総
会
の

内
容
は
別
添
の
総
会
資
料

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。)

 

 

     

経
営
支
援
制
度
を
ご
活
用
下
さ
い
！ 

 
 

去
る
五
月
二
十
日
、
朝
日
村
商
工
会
館
に
お
い
て
、
大
勢
の
会
員
の
皆
様
ご
来
賓
各
位
に 

 
 

ご
出
席
い
た
だ
き
、 

第
五
十
六
回

・
平
成
二
十
八
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 第
五
十
六
回
通
常
総
会
に
お
い
て
地
区

委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。 

本
会
か
ら
会
員
の
皆
様
に
文
書
等
の
配

布
を
し
て
い
た
だ
く
地
区
委
員
は
、
次

の
十

一
名
の
方
で
す
。 

【古
見
地
区
】 

 

大
和 

章 

（レ
パ
イ
ト
ケ
ア
は
ち
も
り
） 

 

上
條
典
泰

（ア
イ
リ
ス
フ
ァ
ー
ム
） 

 

百
瀬 

繁

（ヤ
マ
サ
總
業
㈱
朝
日
営
業
所
） 

【針
尾
地
区
】 

 

谷
口 

泉

（泉
家
具
工
房
） 

 

清
沢 

努

（清
沢
建
具
） 

【小
野
沢
】 

 

山
﨑
佳
典

（居
酒
屋
か
っ
ぺ
） 

 

田
近
浩
幸

（中
央
歯
研
） 

 

小
林
照
子

（み
ゆ
き
美
容
院
） 

【西
洗
馬
】 

 

児
玉 

理

（自
家
焙
煎
珈
琲
カ
フ
ェ
シ
ュ
ト
ラ
ッ
セ

） 

 

藤
森
俊
樹

（朝
日
そ
ば 

ふ
じ
も
り
） 

 

中
村
有
博

（花
見
漬
物
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（敬
称
略
） 

 

任
期
は
、
来
年
度
通
常
総
会
ま

で
の 

 

一
年
間
で
す
。 

地
区
委
員
の
皆
様

一
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
す
。 

商工商工  

あさひニュース 

 朝日村商工会 職員 

名称 職員名 

統括経営支援員 宮 川 晃 一 

経営支援員 小 林 さ つ き 

記帳支援員 友 廣 昌 乃 

一般職員 筒 井 里 佳 

今年度も宜しくお願いします。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                 

 

                 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

                 

 

                 

 「第２７回お夏まつり」「第２７回お夏まつり」  

    花火広告協賛金の募集（お願い）花火広告協賛金の募集（お願い）  
 お夏まつりの花火広告について、昨年と同様に会員のみな様か

ら協賛金を募集し、商工会並びに会員企業のＰＲと、地域のお客様

への日頃のご愛顧と感謝の気持ちを花火に託し、商工業者の存在

をアピールしたいと考えます。当日は商工会青年部・女性部も夜店

を出します。 

 つきましては、お夏まつりを盛り上げ誘客につなげるため、皆様からの協賛金により盛大に花火を打

ち上げたいと考えます。多くの皆様のご賛同をよろしくお願い致します。 

◆ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ掲載の都合上、 

 ご賛同頂ける方は６月２４日（金）までにご連絡下さい。事務局より伺いいたします。 

 広域支援組織図 

広域連携 ちくま野商工会 筑摩野グループ 

朝日村商工会 

山形村商工会 

朝日村商工会 

山形村商工会 

松本市波田商工会 

朝日村商工会 

山形村商工会 

松本市波田商工会 

筑北村商工会 

麻績村商工会 

 



２ 

３ 

５月１１日水曜日。長野市のホテルメトロポリタン長野にて行われた、

長野県商工会女性部連合会通常総会・リーダー研修会時に、主張発表大会

も行われました。中信地区代表として出場した我が女性部の「清沢あゆみ」さん（㈲清沢朝日産

業）が最優秀賞を獲得しました。 

７月に千葉県勝浦市で行われる関東ブロック大会に県代表として出場

することとなりました。 

 今後は安筑支部女性部員を含め、女性部の皆さん３０名ほどと大会

に臨みます。応援DVDも完成し、商工会を上げて応援いたします。 

女性部 活動報告 

主張発表大会長野県大会 最優秀賞 

関東ブロック大会 出場！ 

 ５月１８日水曜日。本会通常総会を前に、女性部

の皆さんら15名に、青年部の助っ人を加えてプラン

ターの花植え作業が行われました。 

 前年に使用したプランターの土を、新しい土や肥料と混ぜ合わせ、も

う一度プランターに戻します。そこに日持ちの良いペチュニアの花を、

１プランターに３株ずつ約６０鉢植え、会館駐車場のガードレールに

沿って、県道を通行する小学生や住民の皆様に見ていただくよう並べま

した。 

 秋まで楽しんでいただけます。 

商工会館清掃とプランター花植え作業 

 商工会事業 フォーカス  

   「青年部 道路清掃」 
 ６月１１日土曜日。梅雨入りし

たてにも関わらず、心地よい気象

の早朝７時から、商工会青年部全

国統一事業「絆・感謝運動」を実

施いたしました。 

 例年同様、野俣沢林間キャンプ

場を出発し、カタクリの里まで県

道沿いの約4.5㎞の道路清掃を実

施。住民皆の様等による清掃の努

力もあり、年々ゴミの量は減少していますが、タバコの吸い殻が目につきます。２メー

トル近い蛇の抜け殻もあり、楽しみながら「良い汗をかき」実施できました。 

１０名の参加。女性部三役さんもご協力ありがとうございました。 

「山菜栽培事業」の現状 
 ５月１４日土曜日。例年より１、２週間早

く、１８名が参加して事業を実施いたしまし

た。５月の連休中には影のなかった蕨も一斉

に顔を出し、そこそこの収穫を得られました

が、タラの芽やコシアブラなどは終わりに近

づいていました。 

会員の皆様で植えた山菜は少しずつ広がり

ながらも、量は減っている気がします。 

下山後、例年は商工会館に戻り、公用車駐

車場で「会員焼肉交流会」を行っていました

が、今回は趣向を変え、モクモク体験館をお

借りし、炭火での定番焼肉に加え、採れたて

の山菜天ぷら、イワナの塩焼き、コツ酒、樽

生ビール、山菜ごはんと、大いに盛り上がり

ました。 

青年部 ４月 ８日（金） 原案通り承認決定 

女性部 ４月２８日（木） 原案通り承認決定 

青色申告部 ５月 ９日（月） 原案通り承認決定 

法人部 ５月１７日（火） 原案通り承認決定 

食品衛生部 ５月２７日（金） 原案通り承認決定 

部会名 開催日 報告 

各
部
会 

通
常
総
会
の
報
告 

《朝日村及び商工会よりお知らせ》 

第③弾プレミアム商品券 有効期限は１０月１６日  換金期限は１０月２７日 
 有効期限中にご利用いただかないと、お使いいただけなくなります。 

お早目にお使いいただくようお客様にお話しの上、使用済みの商品券は速やかに商工会で換金して 

下さい。 


